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(1) 自由摂食の場合， ODC 活性は消灯後3-5時間目をピークとし， mitotic activity は 14時をピーク
とする顕著な日内リズムをそれぞれ示したO
(2) 摂食時間を10-18時に限定すると ODC 活性のピークは14-16時移行し，これに平行して ml­
totic acti vi ty も移行した。











(1)市販固形食を 1 日に 2 時間だけ与えた場合は ODC が著明に誘導されたにもかかわらず，肝重量
量の増加および肝細胞のミトーシスはみられなかった。
(2) 栄養価が極めて低く，肝細胞の増殖をほとんど誘導しないツェインやゼラチンは ODC 誘導能
もほとんどなく，各々の制限アミノ酸であるトリプトファンとリジン，およびトリプトファンと
メチオニンを加えた場合にのみ栄養価の高いカゼインと同程度の効果がみられた。




3) 食餌蛋白質摂取による ODC の誘導機構
(1) RNA，蛋白質合成阻害剤の影響





















この食餌摂取による本酵素の誘導は RNA 合成を介する酵素蛋白質の de novo 合成によることが示
され，食餌中の蛋白質の栄養価と関係のあることもみいだされた。一方，肝臓の細胞増殖の日内リズ
ムも食餌摂取に起因することが証明され，この細胞増殖のリズムの発現にはポリアミン生合成のリズ
ムが必要条件である可能性が示唆された。これらの結果は，細胞増殖の調節機構の解明という点から
のみならず，蛋白質の栄養の立場からみても，きわめて重要な意味をもつものと考えられる。
したがって，本論文は医学博士の学位を授与するのに値するものと認める。
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